京都市立芸術大学移転整備基本構想策定業務等委託仕様書

１　委託業務名

⑴　「京都市立芸術大学移転整備基本構想」策定業務委託
⑵　「芸術大学移転プレ事業」運営支援業務委託
⑶　「西京区・洛西地域の新たな活性化策」検討業務委託
２　業務目的・概要
⑴　「京都市立芸術大学移転整備基本構想」策定業務委託　

京都市立芸術大学は，明治１３年に京都府画学校として創立し，明治２２年の京都市の誕生と同時に市に移管され，その後，昭和４４年に京都市立音楽短期大学と統合し，現在の京都市立芸術大学となった。キャンパスは当初は，美術学部は東山区今熊野，音楽学部は左京区岡崎にあったが，昭和５５年に両学部とも現在の西京区大枝に移転した。
芸術大学は創立以来，今日まで全国トップクラスの文化勲章受章者や文化功労者を輩出するなど，日本の文化芸術の発展に大きな役割を果たしており，さらに平成２４年４月に公立大学法人に移行し，これまで以上に自主的・自律的な運営に積極的に取り組んでいるところである。

一方，芸術大学は施設の老朽化や狭あい化，耐震性能の不足などの課題を抱えるとともに，大学間競争が激化する中，より魅力と活力ある大学への変革が求められている状況にもある。

そうした中，現状の課題の解決を図るとともに芸術大学の更なる発展を期して，平成２５年３月に，芸術大学から崇仁地域への移転を望む要望書が本市に提出され，その後，本市として検討した結果，平成２６年１月に芸術大学を下京区崇仁地域へ移転整備する方針を発表した。
本業務は，芸術大学の移転整備の基本方針，必要な機能，建物構成や規模，概算事業費，整備スケジュール等の基本的な方向性を示した「京都市立芸術大学移転整備基本構想」を策定することを目的とする。
なお，移転整備にあたっては，崇仁保育所及び崇仁児童館との合築について検討を行うとともに，京都市立銅駝美術工芸高校及び京都市立京都堀川音楽高校とのハード，ソフト面での連携も検討する。

⑵　「芸術大学移転プレ事業」運営支援業務委託

　　芸術大学の崇仁地域への移転整備方針を固めたことから，芸術大学の移転による「人の交流，まちの賑わいの創出」の効果を早期に創出するため，崇仁地域において，元崇仁小学校等を活用して芸術大学生等の演奏会や作品展等の「芸術大学移転プレ事業」を実施する。
⑶　「西京区・洛西地域の新たな活性化策」検討業務委託
　　芸術大学の移転（約10年後）を視野に，西京区・洛西地域の地元の代表，地域にある学術・産業等の関係機関の代表，行政，学識経験者等による「西京区・洛西地域活性化懇談会（仮称）」及び住民が広く参加できる「住民円卓会議（仮称）」を設置し，「西京区・洛西地域の新たな活性化策」を検討する。
　　また，検討を進める中で，すぐに取り組める活性化策については，地域・関係機関・行政等の連携のもと逐次実行する。
３　委託業務の内容

⑴　「京都市立芸術大学移転整備基本構想」策定業務委託

芸術大学の移転整備の基本方針，必要な機能，建物構成や規模，概算事業費，整備スケジュール等の基本的な方向性を示した「京都市立芸術大学移転整備基本構想」を策定するため，本市へのアドバイス，関係者への意見聴取，資料・図面の作成，先行事例等の調査，基本構想（案）の提案等を行う。
　　【留意事項】
　　ア　「京都市立芸術大学移転整備基本構想」の項目
構想に記載する項目は以下のものを想定している。ただし，この項目以外に受託者において提案すべき事項がある場合はこの限りではない。
（ア）芸術大学の沿革，概要

（イ）芸術大学の課題

（ウ）移転整備の基本方針
（エ）整備の在り方
・芸術大学に必要な機能及び設備
　　　　　・建物の規模，構成等（立体イメージ図を作成すること）
・崇仁保育所及び崇仁児童館との合築を含めた連携の在り方

　　　　　・京都市立銅駝美術工芸高校及び京都市立京都堀川音楽高校との連携の在り方
　　　　　・整備が可能となった箇所から施設を一部整備・開設する方法

　　　　　・地域のまちづくりとの連携　等
　　（オ）整備費用（現地での建替費用との比較を含む。）
　　（カ）整備スケジュール
　　イ　策定時期
策定時期は平成２６年１２月ごろを予定している。ただし，業務の進ちょく等により前後する場合がある。
　　ウ　業務の進め方
（ア）構想策定にあたっては，芸術大学及び下京区・崇仁地域の方々の意見聴取を十分に行うこと。
（イ）構想策定のための庁内会議や芸術大学学内での会議に出席し，アドバイスを行うとともに，討議内容，出された意見を踏まえた提案，必要な調査の実施，資料の作成等を行うこと。
（ウ）本市及び芸術大学と調整のうえ，基本構想（案）を作成し，パブリックコメントを実施し，市民意見の整理・分析を行うこと。
⑵　「芸術大学移転プレ事業」運営支援業務委託
元崇仁小学校等を活用して学生等の演奏会や作品展等の「芸術大学移転プレ事業」を企画し実施するための運営支援を行う。
【留意事項】

　　ア　プレ事業の回数，内容は未定であるが，企画及び実施については委託者及び芸術大学において行う。
　　イ　受託者は，事業の広報，事業会場の設営，事業参加者へのアンケート調査及び各種経費の支払いを行うこと。
ウ　広報について保有の媒体や得意とする手法など，効果的なＰＲの手法を提案すること。
エ　本事業費と３⑶エに記載する活性化に係る事業費とで１００万円の予算を確保すること。
⑶　「西京区・洛西地域の新たな活性化策」検討業務委託
「西京区・洛西地域活性化懇談会（仮称）」及び「住民円卓会議（仮称）」を設置し活性化策を検討するために，本市へのアドバイス，関係者への意見聴取，資料・図面の作成等を行う。また，検討を進める中で，すぐに取り組める活性化策については，地域・関係機関・行政等の連携のもと逐次実行するため，その運営支援を行う。
　　【留意事項】
ア　西京区・洛西地域の活性化について，検討事項（案）と検討の視点（案）は以下のとおりであり，これらを十分に踏まえた提案とすること。
（ア）検討事項（案）
・　芸大移転を見据え，豊かな自然環境，京都大学桂キャンパスや国際日本文化研究センター，桂イノベーションパーク，第二外環状道路等の地域のポテンシャルをより一層生かした活性化策や，関係機関・地域等のネットワークの形成

・　地域のまちづくりへの協力や子どもたちが芸術を学ぶ機会づくりなど，西京区で芸大が果たしてきた役割を引き続き維持していく方策
・　芸大の跡地活用の方向性

・　洛西地域における交通アクセスの向上
（イ）検討の視点（案）
検討に際しては，市立芸大がこれまでこの地域で担ってきた役割を踏まえた視点「文化，学術，防災」に加え，地域のポテンシャルや課題を踏まえた視点「観光，産業，環境，交通」を当面の基本的視点とし，西京区基本計画のまちづくりの方向性も踏まえながら検討する。
イ　活性化策を検討するために設置する「西京区・洛西地域活性化懇談会（仮称）」及び「住民円卓会議（仮称）」を運営するため，資料の調整，会場準備（会場費用の支払いを含む），摘録作成，ワークショップ等を行うこと。
（ア）「西京区・洛西地域活性化懇談会（仮称）」
　　　西京区・洛西地域の地元の代表，地域にある学術・産業等の関係機関の代表，行政，学識経験者等，十数名のメンバーにより構成し，３～４回程度会議を開催する。

　　　構成員への報償は無償とするが，学識経験者（１名）に対して謝礼（１会議当たり１万円）を支払うこと。
　　（イ）「住民円卓会議（仮称）」
　地元の方々数十名で構成し，会議・ワークショップ等を２～３回実施する。
　広く地域の方々の意見を聞くための効果的な手法を提案すること。
なお，構成員への報償は無償とする。
　　ウ　このほか，マンション・飲食店等の経営者などへの意向調査を行うこと。
　　　　意向調査を行うための効果的な手法を提案すること。

　　エ　検討を進める中で，すぐに取り組める活性化策については，逐次実施するため，その広報及び運営支援を行うこと。
　　　　広報について保有の媒体や得意とする手法など，効果的なＰＲの手法を提案すること。

オ　「西京区・洛西地域活性化懇談会（仮称）」で議論した内容をもとに，報告書を作成すること。
４　履行期間

契約の日から平成２７年３月３１日まで
５　業務体制

⑴　受託者は，受託業務の遂行を総括する統括責任者を定める。

⑵　受託者は，①「京都市立芸術大学移転整備基本構想」策定委託業務，②「芸術大学移転プレ事業」運営支援業務委託，③「西京区・洛西地域の新たな活性化策」検討業務委託のそれぞれの業務において，業務責任者を定める（統括責任者が業務責任者を兼ねても構わない。）。
⑶　統括責任者は，常に業務全体を把握するとともに，業務責任者及びその他の従事者を指揮監督し，業務の円滑な進ちょくに努める。

⑷　受託者は，統括責任者及び業務責任者を変更せざるを得ない特別な事情が生じた場合には，速やかに委託者に届出を行い，変更について事前に委託者の承認を受けなければならない。

⑸　受託者は，本業務の遂行に必要なノウハウを確実に継承し，特別な事情により，統括責任者及び業務責任者を変更する場合においても業務の遂行に支障の無いよう，事前及び業務中の教育を万全に行う。

６　業務進行及び管理

⑴　業務の実施に当たっては，逐次，委託者と協議を行い，委託者の指示により，業務を進める。

　⑵　業務の遂行に当たり委託者が提出を求める資料については，その都度，委託者が求める部数の紙資料及び電子データで提出する。

　⑶　受託者は，本業務に係る調査及び提案等の成果について，委託者が別に定める日までに資料提出を行うこと。

　⑷　受託者（本業務に従事した全ての者を含む。）は，本業務委託を通して知り得た情報を，第三者へ漏えいしてはならない。

なお，本業務委託契約が完了した後についても，同様とする。

⑸　成果品に係る著作権は，本市に帰属することとし，受託者はこれを公開してはならない。

　　　ただし，事前に委託者の書面による同意を得た場合は，この限りでない。

　⑹　受託者は，成果品を複写し，若しくは複製し，又は第三者に提供してはならない。
ただし，事前に委託者の書面による同意を得た場合は，この限りでない。

７　費用負担

　　受託者は，業務を遂行するに当たり，必要な備品，消耗品の費用，「芸術大学移転プレ事業」の実施に係る費用，「西京区・洛西地域の新たな活性化策」を検討するための学識者への謝礼金等を負担する。
８　貸与物品について

　⑴　委託業務の遂行に当たり，本市所有の記録，図面等を提供又は貸与する。

　⑵　受託者は，委託業務が完了した後又は当該委託契約が解除された後，速やかに貸与を受けた資料を委託者に返還しなければならない。
　　　なお，委託者から貸与を受けた資料を複写した場合においても，同様とする。
　　

９　納入する成果品

⑴　「京都市立芸術大学移転整備基本構想」策定業務委託
　　ア　パブリックコメント用パンフレット（カラーＡ４版　８ページ分）３，０００部
イ　基本構想（案）　 　　　　　冊子２００部及びＣＤ－ＲＯＭによるデータ

　　ウ　基本構想案（案）（概要版）　冊子２００部及びＣＤ－ＲＯＭによるデータ

⑵　「芸術大学移転プレ事業」運営支援業務委託
　　業務報告書　３部（正１部，副２部）
⑶　「西京区・洛西地域の新たな活性化策」検討業務委託
　　業務報告書　冊子２００部及びＣＤ－ＲＯＭによるデータ
10　業務委託料の上限

　　６，６００千円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）

11　委託料の支払い

　　本市において成果品の検収が完了したのち，受託者からの請求により支払う。

なお，前金払及び部分払は行わない。

12　その他

　　この仕様書に定めのない事項又はこの仕様書に定める事項に疑義が生じた場合は，両者協議のうえ，定めることとする。ただし，協議が整わない場合においては，委託者が定めるものとする。
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